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鰯
選 考 基 準

選考の対象

その他

税
務
行
政

税務職員として職務を遂行し、国の発

展に貢献した者で、特に功績顕著な者

70歳以上 次のいずれの要件にも該当する者

(1)

(2)

(3)

納 納税協力団体の役員として税務行政に

協力するとともに、社会公共の福祉の増

進に寄与した者で、特に功績顕著な者

70歳以上 次のいずれの要件にも該当する者

(1)

(2)

(3) 褒章受章者は受章後5年を経過していること。税

税 永年業務に精励し、関係団体の役職を

歴任して税務行政に協力するとともに、

社会公共の福祉の増進に寄与した者で、

特に功績顕著な者

70歳以上 褒章受章者は受章後5年を経過していること。

理

士

酒 永年業務に精励し、関係団体の役職を

歴任して税務行政に協力するとともに、

社会公共の福祉の増進に寄与した者で、

特に功績顕著な者

70歳以上 次のいずれの要件にも該当する者

(1)

類

(2)褒章受章者は受章後5年を経過していること。業

二
類
分
野

人目につきにくい分野にあって多年に

わたり業務に精励した者

70歳以上 次のいずれの要件にも該当する者

(1)

(2)

候補者の選考に当たっては慎重を期すること。特に国民感情にそぐわない者、例えば罪を犯した者、犯罪容疑者、経営上の欠陥や社会的不道徳の者は推薦を差し控える。(注） 1

2

3 年齢は、叙勲発令日現在の満年齢とする。

春の叙勲二4月29日 秋の叙勲→ ll月3日
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褒章の

種類蕪蕪
選考基準

選考の対象

そ の 他

納税協力団体の役員として税務行政に

協力した者で、功績顕著な者

60歳以上 次のいずれの要件にも該当する者
納 藍

(1)

(2)

税 綬

永年にわたり業務に従事し、関係団体

の役職を歴任して業界の発展に尽くした

者で、功績顕著な者

60歳以上 原則として次のいずれかの役職歴を有すること。
税 藍

綬
理

税理士として永年業務に精励し、衆民

の模範とするに足りる者

60歳以上

黄
綬士

永年にわたり業務に従事し、関係団体

の役職を歴任して業界の発展に尽くした

者で、功績顕著な者

60歳以上 原則として次のいずれかの役職歴を有すること。
藍酒

綬
類

酒類業者として永年業務に精励し、衆

民の模範とするに足りる者

60歳以上

黄
綬業

(注） 1 候補者の選考に当たっては慎重を期すること。特に国民感情にそぐわない者、例えば罪を犯した者、犯罪容疑者、経営上の欠陥や社会的不道徳の者は推薦を差し控える。

2褒章を受章した者は、受章後5年を経過しなければ叙勲の対象とすることはできないため、年齢が66歳以上70歳未満の者で将来叙勲を受章できると認められる者については、 70歳
で叙勲を受章できるよう、原則として褒章の推薦を見合わせる。

3年齢は、褒章発令日 （当庁の場合は11月3日）現在の満年齢とする。



別紙3

叙位・叙勲基準表（民間）

納税功労1

勲等 ｜ 位階勲等 位階

口

■
■■′､ﾐース

(注1）

(注2）

旭単の推薦は現職死亡の場合のみ

2税理士功労

’ 勲等 | 位“位階

1

。ｊ
ｊ

ス
ー
２

－
注
注

べ
く
く 網掛は当分の間適用しない。
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叙位・叙勲基準表（民間）

3酒類業振興功労

（1） 酒造

0位階勲等

’
1

ベース： ｜
（注’）推薦は次の①~③のいずれ示函荷たす者

② ③唖
(注2）

(注3）

(2) 卸売・小売

勲等勲等 位階

ベース： ｜
（注）推薦は師う①二③の雨孑れかを満たす者

①I － 画 ｜③
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叙勲基準表 （公務員）

(単位：換算年）1 基準表

' ’○官職 ｜ ヨG官織 ｜ 』G官職4G官職3G官職2G官職1G官職

官職

勲等

、

属1/4、高等官l/2、局長1/1

（雇の期間は計算に入れない）
雇・属1/2、高等官l/1換算年

(注）かっこ書は、著しく顕著な功績が必要

(注）網掛け（瑞単）については、原則として適用しない。

【税務職員の官職適用基準（目安） 】

L
■
■
●
■

職
職

官
官

Ｇ
Ｇ

２
３

4G官職

3二類分野
謬
溝
搦
堺
霊
篭
鶴
瀧
蕊
』

数人の長又は高度の技術

を有する者

多人数の長又は特に高度

の技術を有する者
その他の職員

（注）

網掛け部分の運用は現在停止されている。

』



別紙5

叙位基準表 （公務員）

1と2の有利な方を適用すること。

なお､高等官推定と判任官推定が同一の位階となる場合は､高等官推定を適用すること。

1 高等官推定による場合（数字は年数を示す）

<進階表〉

▲

「
進
階
‐
一
と
い
う

し

｢陞等」 という

今巳

(1) 高等官とは、指定官職以上、かつ、税務職3等級（現在税務職5級）以上

(2)

■■■

。
I(3)

１
１

４
５

１
１

2判任官推定による場合

①
②
③

｜
｜
’
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元職員の場合の進階早見表
I

ノ

員一 般 職
上 級 職

採用試験

合 格 者

事務官2級以上

で判任官期間が

20年以上の者

その他の者

f

年数は高等官期間の年数。

高等官期間は、旧行政職(一)4等級相当以上で、指定官職以上の期間をいう。

大蔵事務官2級発令は、昭25．5． 15以前に行われていた。

１
２
３
４

ｊ注ぐ
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叙位基準俸給職名一覧

叙位職名

P…1皇‐ 1 ，℃, mL日11壷F卓帝U田

…

(注）いずれの区分も原則として補職期間、該当俸給以上の在級期間が1年以上必要。

(注）休職期間は在職期間とみなさない。

叙位基準俸給職名一覧（研究職）

職名 叙位
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叙勲基準俸給職名一一覧

職名【参考I俸給叙勲

行(一）

1等級

1G

行(一）

2等級

2G

S48_4. 1～ 指定職以上

行（－） 1等級

税特1等級

行(一）

3等級

3G

S48.4. 1~

S60.6.30

行（－） 11級

税11級

S60. 7. 1~

ll18_3.31

行（一） 9級

税9級

H18．4. 1~

I種以上の場合】

行(一）2等級

税1等級

【特別調整額

S48.4. 1~

S60.6.30

行(一)10級

税10級

S60.7. 1~

H18.3．31

行(一）8級

税8級

I{18.4. 1~

行(一)4等級以上

税3等級以上

行(一）

4等級

4G

S48.4. 1~

S60．6.30

行(一）7級以上

税7級以上

S60.7. 1~

H18.3.31

行(一）5級以上

税5級以上

I{18.4. 1~

(注）いずれの区分も原則として補職期間、該当俸給以上の在級期間が1年以上必要。

(注）休職期間は在職期間とみなさない。

叙勲基準俸給職名一覧（研究職）

職名俸給叙勲

研究職2－6以上行(一）3等級

3G

S39. 10. 1~

S60.6.30

行(一)4等級

4G
研究職3－4以上S60.7. 1~
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擬叙基準【叙勲】

擬叙基準

■
■
■
■
■
■
■
■

納税貯蓄組合
青色申告会
法人会

間税会

垣

税理士

酒類製造業

酒類販売業

※「概ね」は9割のこと。
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擬叙基準【褒章】

【共通】 他の模範となる事績を有していること。

備考擬叙基準種別

納税貯蓄組合
青色申告会
法人会
間税会

藍綬

黄綬

藍綬税理士

黄綬

酒類製造業
酒類販売業

藍綬

黄綬杜氏


